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要旨： 
 
	 ウイルス感染に対する生体防御は、高度に制御された免疫システムによってなされている。

なかでも自然免疫系は、感染初期の速やかなウイルス排除に重要な役割を担っている。ウイ

ルスに感染した細胞は、ウイルス由来の核酸成分を非自己として認識することで、I 型イン

ターフェロン（IFN）などのサイトカイン遺伝子を誘導し自然免疫系を発動する。我々はこ

れまでに、細胞質内で機能するウイルス RNA センサーである Retinoic acid inducible 

gene (RIG)-I-like receptor (RLR)を同定し、それらによるウイルス由来非自己 RNA

の認識様式およびシグナル伝達機構について解析してきた。本セミナーでは、これまでに得

られた結果について概説すると共に、ウイルス感染に応答した RLR の細胞内局在変化につい

ての最近の知見を紹介し、RLR によるウイルス検知の分子メカニズムについて討論したい。 
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